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１．はじめに 
  
 現在，日本ではインターネットを通じて，国土交通省や国土地理院の数値情報などを無

料で入手できるようになっている．このため環境関係の地理情報へのアクセシビリティが

飛躍的に向上した． 
 しかしながら，これらのデータを表示および検索するにはデータ変換が必要であり、ま

た，データが大容量であるので，高価な商用ＧＩＳソフトが必要になる． 
 
 このような現状において，本システムは，国土数値情報などの大容量のＧＩＳデータに

対応したオープンソースのＧＩＳソフトを利用して，環境教育を可能にした WebGIS であ
る．本システムのデータは，環境関連の地形，気候および公園等のデジタルデータを全国

および地方レベルで表示することができる． 
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２．概要 
 
 本システムの概要を以下の図１に示す． 
 

図１ システム概念図 
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３．実行環境 
 
 本システムの実行環境は以下の通り． 
 
３．１ サーバー 
①ハードウェア 
 ・CPU：ペンティアムⅢ・４以上 
 
②ソフトウェア 
・ OS：Windows2000/XP 
・ ＷＷＷサーバー：インターネット・インフォメーション・サービス ５．Ｘ 
・ サーバサイドスクリプト PHP4.2.2 
・ XOOPS用 RDBMS：MySQL 3.23.X 
・ 地図サーバー：UMN MapServer 3.6.x/MapScript 
・ 簡易WebGIS作成ツール：MapLab 2.0rc-dev 

 
３．２ クライアント 
①ハードウェア 
 ・CPU: ペンティアム以上 
 
②ソフトウェア 
・ OS：WindowsNT4.0SP６ａ/2000/XP 
・ Webブラウザー：マイクロソフト インターネット・エクスプローラー6.0 
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４．データ 
 
４．１ ベースマップ 
 
 ・日本市区町村図（ポリゴン） 
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 以下のデータは国土交通省の以下の国土数値情報サイトより入手し，データ変換ソフト

で，シェープファイルに変換した． 
 

http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/ 
 
４．２ 自然地形メッシュ（国土数値情報）（地方（北海道・東北・関東・中部・近畿・中

国／四国・九州）レベルで表示） 
 

表１ データ形式 

項目 内容 

平均標高 3次メッシュ内の平均標高 単位 [0.1m] 

最高標高 3次メッシュ内の最高標高 単位 [0.1m] 

最低標高 3次メッシュ内の最低標高 単位 [m] 
標高 

最低標高コード 海面下:5 その他:0 

角度 単位 [0.1度] 
最大傾斜 

方向 北:1 北東:2 (時計回り)  北西:8 

角度 単位 [0.1度] 
傾斜度 

最小傾斜 
方向 北:1 北東:2 � (時計回り)  北西:8 

谷密度 
3次メッシュを 2×2あわせた 2倍メッシュの各辺
をきる谷の数の総和 
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気候（国土数値情報）（地方（北海道・東北・関東・中部・近畿・中国／四国・九州）レベ

ルで表示） 
４．３  
 

表２ データ形式（国土数値情報） 

ソ

ー

ト

キ

ー 

項目 内容 

  1月 単位 [mm] 

  2月～12月 1月と同様 

  年降水量 単位 [mm] 

  暖候値 単位 [mm] 

  

降水量気候値 

寒候値 単位 [mm] 

  最高気温 単位 [0.1℃] 

  最低気温 単位 [0.1℃] 

  

1月 

平均気温 単位 [0.1℃] 

  2月～12月 1月と同様 

  

気温気候値 

年 1月と同様 

  12月 単位 [cm] 

  1月 単位 [cm] 

  2月 単位 [cm] 

  3月 単位 [cm] 

  寒候期 単位 [cm] 

  多雪年 単位 [cm] 

  

最深積雪気候値

少雪年 単位 [cm] 

 
 

 7



 
４．４ 森林・公園（国土数値情報）（日本全国レベルで表示） 
 

表３ データ形式 

項目 内容 

保安林 概ね 50％以上を占めるもの:1 その他:0 

国有林 概ね 50％以上を占めるもの:1 その他:0 
森 
林 
民有林 概ね 50％以上を占めるもの:1 その他:0 

国有地 なし:0 メッシュの 50％未満:1 50％以上:2 

公有地 なし:0 メッシュの 50％未満:1 50％以上:2 

国 
公 
有 
地 
国公有地 なし:0 メッシュの 50％未満:1 50％以上:2 

国公有地区分 国有地:1 公有地:2 台 
帳 
番 
号 
１ 
  
メ 
ッ 
シ 
ュ 
内 
最 
大 

土地種別フラグ 

山林・農場・牧場:1     試験研究機関（農場
は 1）:2 
学校・付属農場:3      公園・緑地・運動施
設:4 
荒地・海浜・運動施設:5   流通業務団地・住宅
団地:6 
飛行場:7 旧軍・防衛関連:8 皇室（牧場は 1）:9
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４．５ 世界（標高データ） 
 

表４ データ形式 
レイヤー名 図形タイプ 
国 ポリゴン 
湖沼 ポリゴン 
河川 ライン 
都市 ポイント 
緯度経度 ライン 

ＧＴＯＰＯ３０（標高） グリッド（メッシュ） 
 
 上記のＧＴＯＰＯ３０は，以下のＵＳＧＳのサイトより入手した。 
 

http://edcdaac.usgs.gov/gtopo30/gtopo30.html 
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５．操作方法と機能 
 
５．１ システムの起動 
 
 システムの起動画面を図２に示す． 
 

 

図２ 起動画面 
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５．２ 表示地図選択 
 
 本システムの起動画面下側にあるの「森林」・「地形」・「気候」をマウスでクリックして，

地図名リストを表示する（図３）．地図名リストより表示したい地図名をマウスでクリック

する． 
 

 

図３ 地図名リスト 
 

 地図選択後，画面表示が変わり，図４の選択された地図が表示される． 
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図４ 選択された地図の表示 
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５．３ レイヤーの表示設定 
  レイヤーの表示のオン・オフは図５のレイヤー名の左にあるチェックボタンのチェッ

クを入れたり，外して，再描画ボタン を押すことで可能である． 
 

 
図５ レイヤーの表示チェックボタン 
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５．４ 地図表示制御 
 
 地図の右上にある図６のアイコンボタンで地図表示を制御できる． 
 

 

図６ 地図制御用アイコンボタン 
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５．４．１ 拡大 
 

 地図制御用アイコンボタンの ボタンを押して，図７のように拡大したい範囲を指定す

ると， 
 

 
図７ 拡大したい範囲の指定 

 
 図８のように指定範囲部分が拡大される． 
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図８ 拡大された指定範囲 
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５．４．２ 縮小 
 

  地図制御用アイコンボタンの ボタンを押すと，地図表示範囲が縮小表示される（図

９）． 
 

 
図９ 縮小表示の例 
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５．４．３ 移動 
 

 地図制御用アイコンボタンの ボタンを押して，マウスで移動したいポイントをクリッ

クすると，図１０のように地図表示範囲が移動表示される． 
 

 
図１０ 移動表示の例 

 

 また，地図表示の枠の外側の４つのアイコンボタン ， ， ， でも表示範囲の

移動ができる． 

 18



 
５．４．４ 元のスケールでの描画 

 地図制御用アイコンボタンの ボタンを押すと，元のスケールに地図が表示される（図

１１）． 
 

 
図１１ 元のスケールでの描画 
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５．４．５ 属性情報表示 

 地図制御用アイコンボタンの ボタンを押し，情報のみたい場所でマウスをクリックす

るとその場所の属性が表示される（図１２）． 
 

 
図１２ 属性情報の表示 

 
 また，図１３aのように範囲指定して，複数箇所の属性を表示することができる（図１３
ｂ）． 
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図１３ａ 属性情報表示のための範囲指定 
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図１３ｂ 指定された範囲の属性情報表示 
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５．５ マニュアル 
 
 起動画面で，「マニュアル」をクリックすると，図１４のマニュアルがＰＤＦ形式で表示

される． 
 

 
図１４ マニュアルの表示 
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５．６ 世界 
 
 世界地図は，起動画面で，「世界」をクリックすると表示される（図１５）． 
 
 

 
図１５ 世界地図 
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６．今後の課題 
 
① 地図データの種類を増やす． 
 
② ユーザーデータ（ポイント・ポリゴン・属性・デジカメ画像）の入力・表示を可能

にする． 
 
③ 条件検索を可能にする． 

 
④ ＶＲＭＬを使った３Ｄ表示． 

 
⑤ 属性値の時系列変化の表示． 

 
⑥ グラフ（折れ線・パイチャート等）の表示． 

 
⑦ 操作性の向上． 

 


